
 
令和６年度製菓衛生師試験実施要領  

 

１ 試験の日時及び場所  

（１）日時：令和６年８月２１日（水）午後１時３０分から午後３時３０分まで  

（２）場所：宮城県仙台市青葉区本町３丁目８番１号 

宮城県庁 行政庁舎２階 講堂 

 

２ 試験科目  

（１）衛生法規      ４問  

（２）公衆衛生学     ９問  

（３）食品学       ６問 

（４）食品衛生学    １１問  

（５）栄養学       ６問 

（６）製菓理論及び実技 ２４問  

ただし、受験者が職業能力開発促進法施行規則（昭和４４年労働省令第２４

号）別表第１１の３の３に掲げる菓子製造に係る技能士（パン製造に係る技能

士を除く。）である場合は、当該受験者本人の申出（受験願書の提出時に、そ

の旨の技能検定合格証書の写しを提出するとともに、当該技能検定合格証書の

原本を提示すること。）により、試験科目のうち（６）の製菓理論及び実技を

免除する。 

 

３ 受験資格  

次のいずれかに該当する者であること。  

（１）学校教育法(昭和２２年法律第２６号)第５７条に規定する者であって、都

 道府県知事の指定する製菓衛生師養成施設において１年以上製菓衛生師と

 して必要な知識及び技能を修得した者  

（２）学校教育法第５７条に規定する者であって、２年以上菓子製造業に従事し

   た者 

（注）次の場合、菓子製造業に従事したと認められない。 

・専ら菓子製造品の運搬、配達、食器洗浄等に従事し、実際に菓子を製造

する過程に従事しない者 

（例：菓子製造に従事しない事務員、運転手等） 

・レストラン、ホテル等の飲食店営業において、その営業場内で客に提供

するパン、ケーキ等の製造に従事している者 

・パートやアルバイトで菓子製造業務に従事している者（原則として週４

日以上かつ１日６時間以上菓子製造業務に従事している者を除く。）  

 

４ 受験手続  

（１）受験願書受付期間  

令和６年６月２４日（月）から令和６年７月５日（金）までの午前８時３０

分から午後５時１５分まで（閉庁日を除く。郵送の場合は、令和６年７月５日

（金）までの消印のあるものを有効とする。） 

 

 

試験時間 ２時間 計６０問 



（２）受験願書提出先  

居住地を管轄する県保健所・支所（仙台市内又は県外に居住する者は、宮城

県環境生活部食と暮らしの安全推進課（郵便番号980-8570仙台市青葉区本町三

丁目８番１号））に提出すること。 

（３）提出書類  

イ 受験願書  

ロ 製菓衛生師法(昭和41年法律第115号)第５条第１号に該当する者： 

都道府県知事の指定する製菓衛生師養成施設の卒業証書の写し、卒業証明

書又は履修証明書  

製菓衛生師法第５条第２号に該当する者： 

学校教育法第５７条に規定する者であることを証明する書類及び菓子製

造業従事証明書  

ハ 写真（出願前６か月以内に脱帽して正面から撮影した縦６ｃｍ×横４ｃｍ

のもので、その裏面には撮影年月日及び氏名を記入すること。）  

ニ 職業能力開発促進法施行規則別表第１１の３の３に掲げる菓子製造に係る

技能検定士である者にあっては、その旨の技能検定合格証書の写し 

ホ ロ及びニの提出書類に記載された氏名が現在と異なる場合は、戸籍抄本等、

変更の経過が確認できる書類  

（４）受験手数料  

9,400円分の宮城県収入証紙を受験願書に貼り付けて納入すること（食と

暮らしの安全推進課で消印）。  

（５）卒業証書の写し及び技能検定合格証書の写しを提出するときは、その原本

を提示して確認を受けること。  

 

５ 合格発表  

令和６年１０月１６日（水）午前１０時  

宮城県庁行政庁舎１階消費生活センター前掲示板及び県各保健所・支所に合格

者の受験番号を掲示して発表するとともに食と暮らしの安全推進課ホームページ

に合格者の受験番号を掲載する。また、合格者には、同日付けで合格証書を送付

する。  

なお、原則として、全科目の合計点が満点の６割以上であるものを合格とし、

科目ごとの得点も考慮して判定する。  

 

６ その他  

（１）受験願書用紙は、県保健所・支所、食と暮らしの安全推進課及び宮城県菓子

工業組合で配布するほか、食と暮らしの安全推進課ホームページからダウンロ

ードする。  

（２）受験願書を受理したときは、受験番号、受験地、受験者心得等を記載した受

験票を受験者に送付する。 

（３）試験日程を延期又は中止する場合は、受験願書の提出者に連絡するとともに、食

と暮らしの安全推進課ホームページへ掲載する。 

（４）試験会場内は、試験中も適宜、換気を行うことがあるため、室温の高低に対応で

きるよう服装に留意すること。 

（５）その他試験に関し不明な点は、居住地を管轄する県保健所・支所又は食と暮

らしの安全推進課に問い合わせること。  


